
 32　米穀年度別需給見通し

（単位：万トン）

うち政府米
平成１４年１０月末持越在庫量　　　　　　　Ａ 201 155
平成１４年産米生産量　　　　　　　　　　　Ｂ 869 14

15 供給量計　　　　　　　　　　　　　Ｃ＝Ａ＋Ｂ 1,070 169
Ｒ 需要量　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ 878 38
Ｙ 流通在庫の増加等　　　　　　　　　　　　　Ｅ 48
平成１５年１０月末持越在庫量　Ｆ＝Ｃ－Ｄ－Ｅ 144 131
平成１５年産米生産量　　　　　　　　　　　Ｇ 763 10

16 流通在庫の増加等　　　　　　　　　　　　　Ｈ 48
Ｒ 供給量計　　　　　　　　　　　Ｉ＝Ｆ＋Ｇ＋Ｈ 955 141
Ｙ 需要量　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｊ 870 56
平成１６年１０月末持越在庫量　　　Ｋ＝Ｉ－Ｊ 85 85
平成１６年産米生産量　　　　　　　　　　　Ｌ 857 40

17 供給量計　　　　　　　　　　　　　Ｍ＝Ｋ＋Ｌ 942 125
Ｒ 需要量　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｎ 857 40
Ｙ 平成１７年１０月末持越在庫量　　　Ｏ＝Ｍ－Ｎ 85 85

注：１

注：２

注：３

８５７万トン

（単位：万トン）

うち政府米
平成１５年６月末持越在庫量　　　　　　　　Ａ 262 163
平成１５年産米生産量　　　　　　　　　　　Ｂ 764 10

15 供給量計　　　　　　　　　　　　　Ｃ＝Ａ＋Ｂ 1,026 173
Ｒ 需要量　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ 870 100
Ｙ 平成１６年６月末在庫量　　　　　　Ｅ＝Ｃ－Ｄ 156 73

全体需給

○ 平成15～17米穀年度の需給見通し（平成15年11月策定）

　平成１５年産米生産量７６３万トンは、１０月１５日現在の水稲生産見込量７７８万トンから、加工用米生産
見込量１５万トンを差し引いたものである。
　平成１６年産米政府買入数量４０万トンは、平成１６米穀年度の政府米販売が５６万トンとなることを前提と
するものであり、実際の販売数量が計画未達となった場合の買入数量は、４０万トンから販売計画未達数量
（ただし、１５年産米の買入数量が１０万トンを下回った場合は、その数量を控除する）を控除した数量とする。

○平成16年産米の生産目標数量

○平成15～17米穀年度の需給見通し（平成16年3月改定）

　１５年１０月末持越在庫には、このほか食糧援助用備蓄としている３５万トンがある。

全体需給

平成16年3月農林水産省「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」より

平成15年11月農林水産省「米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針」より


